
 
 

水車の世界をテーマに企画展を開催 
～糸を紡ぎ、布を織り、木を挽く さがみはらの水車～ 

 

相模原市立公文書館では、「近代水車の世界～郡役所と町村役場資料から見た水車」をテ

ーマに、明治期から大正、昭和初期にかけて、それぞれの地域特性や産業に応じて設置され

た様々な水車に関する郡役所資料と町村役場資料を展示する第２２回企画展を開催します。 

 

１ 開催期間 

令和５年１月２３日(月)～３月２４日(金) 午前８時４５分～午後５時 

※休館日は土・日曜日、祝日です。展示解説を開催する土曜日は開館します。 

※次のとおり公文書館職員による展示解説(公文書館トーク・トーク)を行います。 

希望する方は直接会場へお越しください。 

開催日時 令和５年２月１８日(土）、３月１８日(土) 

 いずれも午後２時～午後３時   

 

２ 開催場所 

  相模原市立公文書館 (緑区久保沢１丁目３番１号 城山総合事務所第２別館３階) 

 

３ 内容 

  水車の出現ははるか古代に遡り、一般に普及したのは江戸時代中期頃からとされ、米搗

き（こめつき）に利用されるようになり、運上（営業税）も納入されるようになります。

さらに明治期になると紡績・製織、木挽（こびき）、発電などの動力源として広く利用さ

れます。 

  明治期以降、水車には神奈川県水車規則により水車税が課せられ、設置・改廃について

届け出ることとされ、届出は町村役場を経由することから郡役所資料や町村役場資料に届

出書類が残されています。これら資料から相模原市域において、その地域特性や産業によ

って設置されていた様々な水車の世界を紹介します。 

 

 

 

令和４年１２月２３日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 
直通電話 042-783-8053 
公文書館 井上 泰 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１月２３日（月） ▶ ３月２４日（金） 
午前８時４５分～午後５時 

第２２回相模原市立公文書館企画展 
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令和５年 

相模原市立公文書館   

 

所在地 相模原市緑区久保沢１－３－１／電話０４２（７８３）８０５３ 

◇休館日／土・日曜日、祝日 

◇公文書館トーク・トーク（展示解説）開催日／ 

開催期間・時間 

なお、公文書館トーク・トーク（展示解説）の開催日は開館します。 

令和5 年2 月１８日（土）、3 月 18 日（土） いずれも午後2 時～3 時 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

水車の出現ははるか古代に遡り、一般に普及したのは江戸時代中期頃からとされ、米搗き(こ

めつき)に利用されるようになり、運上（営業税）も納入されるようになります。さらに、明

治期になると紡績・製織、木挽（こびき）、発電などの動力源として広く利用されます。 

明治期以降、水車には神奈川県水車規則により水車税が課せられており、設置・改廃につい

て届け出ることとされ、届出は町村役場を経由することから郡役所資料や町村役場資料に届

出書類が残されています。これら資料から相模原市域において、その地域特性や産業によっ

て設置されていた様々な水車の世界を紹介します。 

【アクセス】橋本駅北口からは「橋01三ヶ木」行き、南口からは「橋08若葉台住宅」行きのバスが出てい

ます。三ケ木方面からは橋本駅行きバスを利用、「城山総合事務所入口」で下車。徒歩3分。 

※ご来館の際は、マスクの着用など新型コロナウイルス感染症感染防止対策にご協力をお願いします。 

 

相模原市立公文書館 

〒252-5192 

相模原市緑区久保沢１－３－１ 

城山総合事務所第2別館 3階 

 

糸を紡ぎ、布を織り、木を挽く さがみはらの水車 

 

 

 

 

 

展示内容 

津久井郡役所資料（明治 32 年～） 江戸期水車絵図（角田家所蔵） 

水車設置許可願（左）と 

力織機工場（青根永井家）（下） 

溝村文書（明治 17 年～） 

八丁撚糸機用水車歯車 

(明治後期) 


